
福 島 沖 日 本 海 溝 陸 側 斜 面 の 地 球 物 理 マ ッ ピ ン グ
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調査船「よこすか」を川いた福r5111F1本海溝陸側斜而の地敢物理探査を1惴8 年１月に実施し

た（Ｙｘ98-02 ｕg2 ）。これぱ 海底地震総合観測システム2 号機“ 設置の事前躙査の目的で，

北東一南西方向に北緯3G °301～37e50 ’・東経141 °401～143 ，゙ 水深l,000～3,脯om の海域で海底

地形 一重力・地磁賀探査を行ったものである。その結果，本海域の地形は比軟的 単嗣であり，

斜面の安定度が比いことが明らかとなった。 またフりーエア異常値はおよそ300mGal の変発

輜を符ち，海底地形の形状と良い一最をみている。曳航式プロトン砲力計・船上3 成分磁力SI･

の洲定の轄米，本海域中 火部に広範川に=異常傴が，また３成分佑では海溝随側に正異律かそれ

ぞれ認められており，これらは;|ﾋ 上゙及ぴ月武隈の自萋紀花覦岩瑣に相ｉ するものと考えられる。

キーワード:11 本海溝，海腹地形．地磁気災常，重力災常
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1. はじめに

海洋科学技術センターの調査船「よこすか」を用いた

福島沖の探査が1998 年１月に実施された（YK98-02 Leg

2）。本探査は，センターが現在進めている「海底地震総

合観測システ ム」の設置に関連したものである。すでに

１号機として。高知県窒戸岬沖「ケーブ ル型海庭観測ス

テーション」が設i霆されてお り, 1997 年４月より地震

計・津波計データ等の観測が開始されている。この「海

底地震総合観測システム」２号機として，「ケーブ ル胆海

底観測ステーション」を掴島沖に設砥する計面か現在進

められており，本航海はこの事前調壷として実行された。

一方で，福島沖は三陸illlに比較してプレートの沈み込

み角度が浅く，日本海溝周辺域でのプ レートの挙助・地

質現象を解明する上で，三陸沖と房総沖をつなぐ重要な

海域として位置づけられる。しかしながら，このように

重要な海城であるにもかかわらず，これまでの海上地球

物理覿測は少なく，ましてや潜航調査は皆無といった状

況にある。

37 °35'・東程 工43°， 北緯36 °501・東経141Q401 ，北緯

36°301・東経142 °05'とで囲まれた，北東一南西方向に狭

長な範囲である( 図1) 。本報告では，以上の観測データ

をまとめ，マッピングした結果を示し，若干の考察を述

べる。なお，本調査航海の総括は木下が，船上調査は町

山と高橋がそれぞれ担当した。また海底地形デ ータは主

に 高橋と町山が，重力 ・地磁気データについては主に木

戸が担当して処理・解析を行ったものである。

2. 海 底地 形探査

図 １に 本調査海蛾 の位 置な らぴに 航跡を，図 ２に本調

査航 海で 得 られ た海底 地形 図を 示す。 海 底地 形探 査は

「よこ すか」船上 の洲深 機 （古 野電 機社製Ｈs-10 ）で火

施し た。 本海域南北での 誨水温 の温 度差を 考慮し， 本報

告で は。 便 宜的に 北緯37 °を境にそれぞ れで 音速袖 正を

衍っ た｡ 海域;|匕側 と南側で のｘＢＴａr一測裁果を図３に示す。

なお。 計測 システ ム等につ いて は押Ⅲ ・古田 （1995 ）を

参照 されたい。

調査 海域内では， 日本 海溝の海溝釉は 北東 一南西方向

にのぴてお り， 等深 線の連 なりもそれ とほぽ 平行となっ

てい る。 陸側斜 面は， 水深I,000m を 境に 綏勾 配から急

勾配へ と変化 し， 海溝 側2,000m まで 続く。 また既存 の

デー タによ れば，3,000 ～4,000m と5,000 ～6,0｛｝om に急

斜画が存在してお り， 海溝 陸倨斜 面には 階段状 の地形が

発達 してい るこ とがわ かる。 北緯37 °251一束綫142 °25’

付近には， 水深1,000m 裡 度の比 較的 広火な パ ンクが 発

達して いる。 一 方ｊ:緯36 °521・東経M2 °151付 近に は，

西;|匕西一 束lli束 方向に 海底 谷が発達する。

本調 査海峨内 には明 瞭な 海底 地滑 り地 形は 認め られ

ず，こ の斜ii は比 較的 安 定して いる もの と考え られる。

しかしな がら既 存のデ ー タに よれば，こ の陸鷦斜 面ド邱

には複 雑な地形が 数多 く認めら れる。 一例 を挙げ れば，

北 緯37 °161一束経143 °051付近 にピ ークを持つ.li状 部と，

そ の北両に位置する小 規検な 海蜚と引 き続 き発違す る弧

状 の急崖 が認めら れる。 この ような地 彫の形状を 考慮す

るな らば， これは 海底地滑りに よって 形成 された ものと

推定できよう。特 に弧状をＭする急崖はこ の地滑りの滑

落崖で ある と思われる。こ のような地形が斜iijF 部に多

数認められるこ とから，こ の付近･ 帯は 斜拍i安定度 が似

いと結論づけ られる。 したが,』て。 全くの推 論にす ぎな

いが。 。ﾐ陸沖と「司様に福島 沖で もテクトニッ クエロ ージ

≡iン（Hilde,1983 ）が進 行しているこ とも麹像に難くな

い。こ の心は 今後のよりiiMIIな調 査が必 要であろう。

図 】 「よ こ す か Ｊ YK&8-02 L ・g2 相 島i 」|･I鬨 布 の 航 跡 跼 。 コ ン タ ー

間 黼 は２ａ ｌ。

Fig.11 臨ｃｋ ｄ】tart of YK98･-02 1fg 2 cruise. Ballly 闥elrｉｃ ｃｏｎｌｏ●｛

interval  is 200m.

以jl の点を 考慮し， 本調を航海は 【ケープ･レ型海底覿

lllステ ージ ≡lン亅 のI没置 】ｓ定 ルートで ある福島iillll本海

泌の|･jlS陸詞斜1･i｛水深1,000- ヽ3,0QOm ｝の 海底地 形探

査を 呶点的にtr い，あ わせて 氓力・地磁乱探 査を実 施し

た。 鯛 査海 域は ， 北緯37 °50’・ 東経 】42°301， 北 粒

･f２2
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Ｍ ２　 Ｆよ こ す か]  YK98 021 ズ･g2 福 鳥 沖 調 介 の 海 底 地 形| 叱 コ ン ｙ ― 川 隔 は5 〔il､.

Fig.  2 Balliy ｌｎｅtr汾 ｍ 叩 ｏｆＹＫ９８ （χ2 1j･ｇ ２ ｃｒtliｓ4ヽ ,Balllymc11･ ｉｃｃｏｎｌｏtll･inloival  is 50  in,

３． 重力探査

･R力探査は，「よこ すか 」船llIR 力,ill（ラコ スト＆ロ ン

バーグil:裝S 63 ）によ９で 行われ た｡1114 は. Sandwell

alld Sm111バI!］92）の人|･,衛jll.に よる海域 のフリーエア 咒

JAMSTEC J. Deep Sea Res..  14 U 慢丿哨

常蓼から．調査海域（.lt絳37°. 142 °14近）での仙

を切り111L. コンターをかかせたものである. また，|蚓

５は， 今1111の観測データによるIR力哭illglである．この

鈿=域では，いずれの図からも．フリーエア異常と海底地

421?



側３ 調査海域（南北）における?･t越 分布

ng,3 So ｕlld veolocity profile in lhe ｓtｕdy area.

形の形状がよい一一歛を見せている。水深伯は，20011 か

ら6,000m へと|･|本海溝に111』かって深くなっている。フ

リーエア災鴛仙はおよそ3CX〕ｍＧａｌの変動幅をもつ。

４、 地磁気探査

地磁気探在は， 曳航式プロトン磁力計お よび船|･｡3成

分磁力計により，航海期川を通して行われた。この海域

で今までに得られた地磁気の全磁力仙をJljいて，グリッ

ドデータを作成し，海域の地磁気の仝磁力咒常図を作成

した( 図6) 。この海域では，南からChronM12 ～M10

(135 ～128Ma) という巾巾 西一一北北束の走向を持り地磁

気のリニェ ーションの西端鴿が， 観測域の東端に昆られ

る，これらのリニェ ーションは， 海泌軸を越えで陸創』ま

で追うことかできる｡ 中 夬部の広い範川にわたる毀常帯

は。北llお よび阿武限花崗岩類と川じ物性を持り ような

磁性休の存在で脱川できる(Fjnn.1994)｡ ，衣l に時間と

4２４

場所を 示すように， 航海闡|剛こ2  tilの８の字航走を 行い，

船体磁 気異常 を見積 もるための係 数を得 た。そ の係 数を

jljいて。 真の地球磁場方I>4への座標変換 を行い， 国際標

準磁場(IGRF) との 差を もってそ の 海域 の健気 異常 仙

と解釈 する。「よこ すか」で 観測 された３成 分デー タは，

|洌７に 示す よう な処夕111順 を傴 て，３成分 地磁気 川常 値

として邯lj¶される。図8 に， 本航海で 観測された3 成 分価

のプロ フ７イ ルを示す。【illllの自抜き部は，船 舶の変針

のため， ノイ ズが 人きく， 除外してある。図lllのｘ・ｙ・

ｚに 見られる海溝陸II』におけ る,E の 異常値は，|･｡,k!の 一連

の|’|･|li紀 花詞冫;体に 和 ’11して いる。 振幅 仇の スケー ルは

統 一してお り，特にy 成分か人きいこ とを示している。

JAMSTEC  J. Deep Sea Res., 14 t1998）



1*1-1 相 島i･IIの フ リ ー エ1' Ｓ 常lｔ デ ー タは 人 ｌｊ Ｍ,1.に よ る フIJ － エ フ 異 常g 目Salldwell alld S1111111. 腴 嵋 を|lj い た ． コ ン タ ー は 水

課 偵 で ．| 司隔 は101111. ，

Ｆｉｇ.4　Co1110 ｕl･ 111a13 01 till･ 11･ａ･･aillglllvi りl al狛 ｍａｌy01fl. ｀llkｕsllillla.1 】al;lrr,1111111cworldgrayily(lallM 【ヽy ｃrsio115{Sallds･cll alld S1111111.

19112}.Ballly ｍ ｃｌｌｉｃ ｃ｡lll,1,11･ illl,ヽrval is l叩in.

JAMSTEC Ｊ、 Ｄｅｅｐ Sea Ｒｅｓ.、14  (I哨閤
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1215 1g･41111 の フ･1 － Ｊ. ア 賢 刄 川 テ'一 夕 は 夲 航 山 で 得 ら れ た･R 力 齣 をjlj い た　 コ ン タ ー ４ 水 深 靤 で ，Ill』隔 は|{Sj111,.

FiM.5(･｡1114,tll･ 111111j 。I I)lt･ fret･･Jill･ 111･'avky ;･11。111alゝ ･g}ll l.'tlkllsl1111111 t･ak･111ale{111･r,111{lala d･11･ing lhe YK9R 02 1 ｘ･g 2 cl･111ｓ･. ISillly111,･|,･ic

{･0111uur1111{･lvalis l 岶ln.
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図6 1alliil 】Iの｣ 鬯 磁 気 火 蓊II 可 デ ー タ はiD' ジ ｉ‘ 磁 気 災 Ｓ ｐｌ{ 地,･ 刈 ，･| ‘;14S 年 版1 よ:111111 ¶し た 。 コ 冫 タ ー は 水 深14 で.lnl 隔 は

100111.

E.‘ig.6(T｡1110111･ risip ,ll ‘ 111agll,･lic ;･I･｡malr 。rf F ｕk ｓhinla.{;,･1111agllclk･{|:･la 41111:･illfcI rl･｡in  ilu･(k･｡|,l が,･al Survey oE' Jn| ≫n  (tISJ.  1!M)( 廴

CI) ＲＯ Ｍ ｗI･si ≪in) all,| rc-|>i･t･ｓt･111111g1111,1･t･11111111a3t･| 丶11M ヽs11;l 丶･1･ 1)c･t･11 11sI･,|｡ 丶yi,11c･l ami  i･｡(1111{lit･-Ml･11t･ｇ･ftliv･t･;111,11.1sili､･,･111;lg11( ヽlit･

;･II(･inalit ヽsl､-sll, ヽl･livi･ｋ.llalllvIII,･II･11･,M1111･IIr11111･ival is I{ χ1111.
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彳２Ｓ

日時 時間 場所（緯度・経度） ３成分値(x ・y・z)

lなl 10;54-11:14 36.6195°N ・ 142.0342'°E 29565 ・ -3588 ・ 35246.

1/26 12;52-13･12 37.783？N ・142.6168°E 29031 － -3683 ・ 36292.

IＢ（1,1） Ｂ（1,2） Ｂ（1,3） Ｂ（1,4）SD

B（2,1）Ｂ（2,2）Ｂ（2,3） Ｂ（2,4）SDj

B（3,1）Ｂ（3,2）Ｂ（3.3） Ｂ（3,4）SD

1.08605　0.01098　-0.07871　1511.1　315.1

＝

し

0.01457　1.2H75　0.04633　3388.7　434.0

」

0.00614　0.14246　0.96337　-9523.6　203.3

Sｕｍ.OfSD ＝952.38

表 １ ８の 字 航 走 に よる 舶 体 磁気 補 正 の た め の12 係 数 仇

Table 1 12 shipboard ｍａｇｎｅｌｉ綱Lon fact ｏrｓ obtａｉｎｅｄ ｂy figurc-8  sailing.

船上地磁気三成分値および船体位置生データ（８ＨＺ）

JAMSTEC J. Ｄｅｅｐ Ｓｅａ Ｒｅｓ.，14 （| 闍s ）



χ component anomaly

Ｚ component anomaly

Ｙ component anomaly

Total component anomaly

剛 ８ 地 磁 気 ３成 分 災 常 偵 と ３ 成 分 か ら 計 算 さ れ た 令 磁 力 の プ ロ フ ７ イ･ﾚ 。 ド ッ ト 部 分 はIE の 磁 気 災 宗 。 振 幅 の 人 き さ は
， そ れ ぞ れ

図 巾 に 示 す と おl) 。

Kig  8 Shipboal･d lhr ｔｅ ｃ０１１１ｐｏｎｅｎt alld total ｍｎ卯elic a110nlaly pl･ofiles. nle dotted ａ,でasar でp4)sitiv ｅ ａｎｏｍａｌｉｅs ａｎｄ th(ヽampLit ｕcleｓ are

indicaled by iho scale.

JAMSTEC  J. Deep Sea Ｒｅｓ.，14（19邯 ）
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5. お わりに

本報告では，櫚島沖日本海溝上郤陲側斜面周辺での海

底地形・奠力・地磁気探査の結果について若干の考察を

試みた。本海蛾周辺での本絡的な地球物理籾発は初めて

のことであり，より広域的な探査が強く貔まれる。 地質

学的には， 石油閲発公膸（現石油公団）等が爽施した基

礎物理探査や基礎試錐等の探鉱データにより。海底下の

地貿構造や雁i序の概要が，数少ないが，次第に公表され

つっ ある（近年では岩田,1995 ，加藤ほか,1996 など）。

しかしながら，表層部や海溝付近での地質現象等につい

ては未解明のまま残されており，今後の精査が必要不可

。 欠である。

海洋科学技術センターでは｡1998 年４月に反射法・屈

折法地震探査を用いた深部構造探査を本海域で実施して

おり， また５月・７月には深海曳航体を用いた調査や無

人潜水調査船「かいこう」を使用した潜航調査を実施ま

たは予定している。近い将来に本海域周辺の地球科学的

盾現象が解明されることを期待したい。

最後に地健気観測について絹足を述べる。「よこすか」

では，1994 年度第1 次航海（YK94-01 ）より地磁気の３

成分測定がなされ，十数回に渡る８の字係数が求められ

てきた。シフプタイムに余裕の無い場合は，以前求めら

れた８の字係数を利用して，真の地球磁場を求める処理

がなされているか，森尻 一山崎（1997 ）によると，船体

磁気にも経年変化 一時間変化・粘性残留磁気の影９など

があることが指摘されている。したがって，山米る限り

多くの8 の字航走による船体碓気袖正が必要であること

がわかる。 また，フラックスゲート÷Ξ成分磁力計は。プ

ロトン磁力atに比べ，絶対値に信頼性が低い。調査jlj岡

中に，ill能な取り双方の並行観測が望まれる。 三成分磁

力計は，曳航覿跼』に比べ，船上でできることから， 手軽

な観測掟ｓではあるが，絶対鬨jilはプロトン磁力計に頼

らざるを得ないのが実状である。
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